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付属品本体

各部の名称

梱包品の確認

■ベースプレート
　樹脂カバーＢ（調節側）

■ベースプレート樹脂カバー固定ネジ
　十字穴付きトラス小ネジ　M４×８mm　２本

■ベースプレート
　樹脂カバー C

中段手すり
樹脂カバー

アジャスター

ベースプレート
樹脂カバー C

ベースプレート
樹脂カバーＢ

（調節側）

上段手すり（200 用）

中段手すり（200 用）

手すりパイプ（本体）

固定ボルト
（かまち側）

高さ調節固定ナット

高さ調節パイプ C
（土間側） フランジ

ナット

ガイドボルト

しめ付けプレート

ベース
プレート

本体および付属品が揃っているか下のイラストを見ながら
確認しましょう。
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（単位：cm）

商品の寸法図と仕様

品 名 ATTOGRIP AT-E-200

構 成 部 材

部　品　名 材　　　質

上段手すり・中段手すり エラストマー（表面）
スチール（芯材）

手すりパイプ（本体）／高さ調節パイプＣ（土
間側）／ベースプレート／しめ付けプレート スチール（メラミン焼付塗装）

ベースプレート樹脂カバー B（調節側）
ベースプレート樹脂カバーＣ ポリエチレン

中段手すり樹脂カバー ポリプロピレン
高さ調節固定ナット ナイロン
アジャスター スチール（メッキ）

寸　　　法 幅 24 ×奥行 33 ×設置時高さ 87 ～ 117cm
上段手すり高さ　72・74・76・78・80・82cm（6 段階）

重 　 　 量 約９kg

おすまいの地域の分別ルールに従って廃棄してください。廃棄上のご注意

仕様

商品寸法図
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警告 誤った使いかたをすると「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容を説明しています。

必ず行うこと

床面（土間）

Ａ
高さ

Ｂ
せい

Ｃ
蹴込み

Ｄ
床から
蹴込み

Ｅ
玄関幅

〈側面図〉 〈上面図〉

上がりかまち

踏み台
踏み台

床 床

！ 安全上のご注意
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ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他人への危害を未然に防止す
るためのものです。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

取り付け可能な上がりかまちに取り付け
ること
手すりが外れて、転倒・けがの原因になります。

安全な使いかたをすること
転倒・けがの原因になります。

使用中にゆるみやガタつきが発生した場
合は、直ちに使用を中止して必ずお買い
上げの販売店に相談すること
取り付けが不安定になり、けがの原因になります。

市販の踏み台を使われるときは、手すり
とのすき間を確認すること
手すりと踏み台にすき間が大きいとそこに足を
踏み外して、転倒・けがの原因になります。

使用者の身体状況によっては、介助者が付き添うこと
※使用者が自分の身体を十分に安定させられない場合は、

必ず介助者が付き添ってください。

取り付け可能寸法

項目 取り付け可能寸法
Ａ（高さ） 15 ～ 35cm
Ｂ（せい） 9 ～ 15cm
Ｃ（蹴込み） 1.5cm 以上
Ｄ（床から蹴込み） 2cm 以上
Ｅ（玄関幅） 30cm 以上

詳しくは…９ページを確認してください

玄関や勝手口の段差を昇降
する時に身体を安定させる
ための補助として使用して
ください。

毎回ご使用前に製品を前後・左右にゆらし
てガタつきやずれが無いか確認すること
取り付けが不安定になり、けがの原因になります。

点検方法は P.15 または、添付のご使用前点検
シートを確認してください。正しく設置すること

手すりが外れて、転倒・けがの原因になります。

正常な状態
上がりかまちに
ベースプレート
を当てた状態で
取り付けること

すき間

上がりかまち



警告 誤った使いかたをすると「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容を説明しています。

絶対にしないこと
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木製以外の上がりかまち、発泡樹脂・中
空構造など、強度の弱いかまちには、取
り付けないこと
取り付けが不安定になり、けがの原因になります。

角形状・直線形状以外の上がりかまちに
は取り付けないこと

取り付けが不安定になり、けがの原因になります。

製品が破損、または正常な状態でないと
きは使用しないこと
各種ネジがゆるんでいる、ネジが取り付いてい
ない、かまちに固定されていない、製品がガタ
ついているなど、製品や設置が正常でない時に
使用すると、けがの原因になります。

子ども、幼児を遊ばせるなど、他の用途
では使用しないこと
破損や、けがの原因になります。

勢いよく力を加えたり、過度な力を加え
たりしないこと
転倒・けがの原因になります。

改造をしないこと
また、修理技術者以外の人は分解したり
修理したりしないこと
正常にはたらかず、けがの原因になります。



警告 誤った使いかたをすると「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」
内容を説明しています。

絶対にしないこと

！ 安全上のご注意
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手、足、靴底が濡れた状態、また手すり
など製品が濡れた状態で使用しないこと
転倒・けがの原因になります。

ガイドボルトをしめ直す際は、フランジ
ナット（２ヶ所）を必ずゆるめてからお
こなうこと
製品が破損する原因になります。

フランジナット
（２ヶ所）

ガイドボルト

手すりのすき間に頭部や足を入れないこと
けがの原因になります。

持ち運び、取り付けの際には、しめ付け
プレートの歯の部分を持たないこと
けがの原因になります。



注意 誤った使いかたをすると「傷害または財産への損害が発生する可能性が
想定される」内容を説明しています。

絶対にしないこと

必ず行うこと

上がりかまち

ベースプレート
裏面のゴム
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設置する前に、ご利用者様へ上がりかまちの裏側にあとが
残ることを相談の上、設置すること
表面塗装した床材などに設置した場合、ベースプレート裏
面のゴムと床面が固着したり、床面が変色することがある
ため注意すること

次にあげるものではお手入れしないこと
・シンナー　・クレゾール　
・酸、アルカリ性洗剤　
・塩素系薬剤（洗剤）をかけての殺菌、消毒
・タワシ　　・研磨剤入りのスポンジ
・磨き粉　　・その他製品を傷つける物
製品が劣化し、けがの原因になります。　

アジャスターでガタつきの調節をしないこと
不安定になり、転倒する原因になりますので、高さ調
節パイプ C（土間側）を回しておこなってください。

製品の上に重量物をのせた状態で
保管しないこと
製品が変形し、けが
の原因になります。

戸外に放置したり、直射日光に当てたり
しないこと
劣化および変色の
原因になります。

消毒に、オゾンガス、ホルムアルデヒド
ガスは使用しないこと
製品が破損する
原因になります。

湿気の多い場所で保管しないこと
カビが発生する
原因になります。

●お手入れ・保管時の注意　以下の行為をおこなうと、製品の変色や劣化がすすむ原因になります。

アジャスター

高さ調節パイプC
（土間側 )
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１．上がりかまちの高さと、玄関幅（土間の幅）を計測し、取り付け可能か確認します

２．せいと床からの蹴込み高さ、蹴込みの奥行きを計測して、
　　取り付け可能か確認します

取り付ける前に

注 意

設置する前に、ご利用者様へ上がりかまちの裏側にあとが残ることを相談の
上、設置してください。

警 告
取り付け可能な上がりかまちに取りつけること

・手すりが外れてバランスを崩し、転倒・けがの原因になります。
・上がりかまちの変形や破損の原因になります。

取り付けられる上がりかまちに条件があります。
取り付け条件を満たすことを確認してください。

上がりかまち

上がりかまち 上がりかまち

床面（土間）

床面（土間）
床面（土間）

取り付け条件

●スパナ（17mm）またはソケットレンチ（17mm）
●スパナ（12mm）またはソケットレンチ（12mm）
●六角レンチ（５mm）
●プラスドライバー（JIS2番）、スケール

準備するもの

●高さ
取り付け可能寸法

15 ～ 35cm

●せい
取り付け可能寸法

9 ～ 15cm

●蹴込み
取り付け可能寸法

1.5cm 以上
●床から蹴込み　
　までの高さ
取り付け可能寸法

2cm 以上

●玄関幅
取り付け可能寸法

30cm 以上
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１．しめ付けプレートを調節します

取り付けましょう

取り付け・取り外しは貸与されました販売店などでおこなっていただき、利用者や介助者
などがおこなわないようにしてください。
しっかりと取り付けられていない状態で使うと、転倒の危険があります。

取り付け位置は、使う方の体格や昇降動作をしやすいよう、
お買い上げの販売店やケアマネジャーなどの専門家に相談
することをおすすめします。

※上がりかまちの寸法が P.9 の「取り付け条件」を満たす場合、
取り付けができます。

準備されたスパナ (12mm) などでフランジ
ナット（２ヶ所）をゆるめてから、取り付ける
上がりかまちの「せい」の高さに合わせて、
スパナ (17mm) などを使ってガイドボルト
を調整してください。
※開梱時はしめ付けプレートを「せい」の高さ

約12cm の位置に設定しています。

取り付ける位置を決めましょう

フランジナット
（２ヶ所）

ガイドボルト

ガイドボルト

しめ付けプレート

せい

上がる
下がる

取り付けの手順
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注 意

高さ調節パイプＣ（土間側）を回す際は、樹脂スリーブを手で押さ
えながらおこなうこと
製品に傷がつく原因になります。

２．高さ調節パイプ C（土間側）を伸ばす長さを測ります

３．高さ調節パイプ C（土間側）を伸ばします

①取り付けるかまちに製品が倒れないように
ガイドボルトをスパナ (17mm) などでし
めつけて、仮取り付けします。

②アジャスターの下側から玄関床面までの高
さを測ります。

①高さ調節固定ナットを回してゆるめてくだ
さい。

②樹脂スリーブを手で持ちながら高さ調節パ
イプＣ（土間側）を回して、先ほど測定し
た高さまで伸ばします。

高さ調節固定ナット

高さ調節パイプ C
（土間側） 樹脂

スリーブ

アジャスター裏側にプラスネジ溝があり
ますので、電動ドリルを使って回すこと
もできます。

ガイドボルト

スパナ（17mm）
など

アジャスター

床
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警 告

ガイドボルトとフランジナット (２ヶ所 ) をしっかりしめ付け、手す
りにガタつきがないか確認すること
取り付けが不安定になり、けがの原因になります。

４．上がりかまちに取り付けます

①ベースプレートが、上がりかまちの「せい」
の側面に接触するように、取り付けてくだ
さい。ベースプレートと壁の間を５cm 以
上離すようにしてください。

③ガイドボルトでしっかり固定した後、ベー
スプレート前面のフランジナット（2 ヶ所）
を、スパナ（12mm）などでしっかりしめ
付けてください。しっかりしめ付けた後、
ガタつきがないことを確認してください。

②ガイドボルトをスパナ（17mm）などで、
しっかりしめ付けてください。

せい

壁から５cm 以上離す

「せい」の側面に
接触する

ベースプレート

フランジナット
（2ヶ所）

ガイドボルト

スパナ（17mm）
など

スパナ（12mm）
など

警 告

上がりかまちにベースプレートを当てた
状態で取り付けること
手すりが外れて、転倒・けがの原因になります。

上がりかまち

すき間



 取り付けましょう
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５．手すり高さ調節をします

①支柱の目盛線に合わせ、固定ボルト(かま
ち側)を六角レンチ（5mm）でしめ付けます。

※上段手すり（かまちの上から手すり上部ま
で）の初期設定は 72cm です。

　そこから 2cm 刻みで 82cm まで調節可能
です。

②手すりの高さに合わせて、ガタつきが少な
くなるように高さ調節パイプ C（土間側）
を回します。

③高さ調節が終わった後、高さ調節固定ナッ
トをしめ付けます。

目盛線に
合わせる

高さ調節
固定ナット

固定ボルト
（かまち側）

支柱

六角レンチ
（５mm）

高さ調節パイプ C
（土間側）

警 告

固定ボルト ( かまち側 ) がしっかりしめ付けられ、手すりにガタつき
がないか確認すること
取り付けが不安定になり、けがの原因になります。

注 意

高さ調節パイプ C（土間側）を回してガタつきが少なくなるように調
節すること
取り付けが不安定になり、けがの原因になります。
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６．樹脂カバーを取り付けます

①ベースプレート樹脂カバー C を、切り込み
部を広げた状態ではめ込みます。

②ベースプレート樹脂カバー B（調節側）を取
り付け、付属のベースプレート樹脂カバー
固定ネジで固定します。

ベースプレート
樹脂カバー C

ベースプレート
樹脂カバー固定ネジ

（２ヶ所）

プラスドライバー
（JIS 2 番）

ベースプレート
樹脂カバーＢ

（調節側）



　 使いましょう
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取
り
付
け
ま
し
ょ
う

ご使用になる前に確認しましょう

使いかた

上がりかまちに、しっかり固定されていることを確認してください。

玄関や勝手口の段差に取り付けて昇降を
補助する手すりとしてお使いください。
また、踏み台（別売品）を併設して使う
こともできます。

前後左右に
かるくゆらして

チェック

詳しくは添付の「ご使用前点検シート」を
よく確認してください

踏み台あり踏み台なし

警 告

手、足、靴底が濡れた状態、また手すりなど製品が濡れた
状態で使用しないこと
転倒・けがの原因になります。

勢いよく力を加えたり、過度な力を加えたり
しないこと
転倒・けがの原因になります。

手すりのすき間に頭部や足を入れないこと
けがの原因になります。

①しっかり固定されているか
確認してください。

②かまちから製品が動くようなら、
　P.10「取り付けの手順」を確認し、
　再度取り付けてください。
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お掃除のしかた

ATTOGRIP AT-E-200 は、下記の手順に従ってこまめにお手入れしてください。

「安全上のご注意」をご確認ください。

注 意

消毒に、オゾンガス、ホルムアルデヒドガスは使用しないこと
製品が破損する原因になります。

中性洗剤をうすめてスポンジかやわらかい布に含ませ
汚れをとったあと、乾いた布で乾拭きしてください。

消毒は納入業者、または消毒施設のある業者に依頼してください。
製品の消毒は、アルコール清拭消毒、逆性石けん清拭消毒などを推奨します。
製品に使用している素材の物性を考慮した消毒方法を選択してください。

注 意
次にあげるものではお手入れしないこと
・塩素系洗剤　・タワシ　・酸、アルカリ性洗剤　・研磨剤入りのスポンジ 
・シンナー　　・磨き粉　・クレゾール
・塩素系薬剤をかけての殺菌、消毒　・その他製品を傷付けるもの
製品が劣化し、けがの原因になります。

詳しくは…８ページへ

P.15「ご使用になる前に確認しましょう」を確認してください

点検のしかた
別紙「ご使用前点検シート」をご確認ください。

日常のお手入れ方法

保管時の注意

消毒方法

改造をしないこと
また、修理技術者以外の人は、分解したり修理したりしないこと
本体機能が正常にはたらかず、けがの原因になります。

警 告
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交換部品

部品交換は、販売店の修理技術者の方が行ってください。
各部品が、汚れたり、破損した場合は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。

上段手すり
（200 用）

上段手すり
固定ネジ

中段手すり
（200 用）

中段手すり
固定ネジ

アジャスター

M４× 12mm

中段手すり
樹脂カバー

中段手すり樹脂カバー
固定ネジ

M４× 10mm M８× 45mm

ベースプレート
樹脂カバー C

ベースプレート
樹脂カバーＢ

（調節側）

ベースプレート
樹脂カバー
固定ネジ

M４×８mm
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上段手すり（200用）と中段手すり（200用）の交換方法

外しかた

１．高さ調節パイプ C（土間側）を外します

２．中段手すり樹脂カバーを取り外します

高さ調節固定ナットをゆるめてから、高さ調
節パイプ C（土間側）を回し、手すりパイプ（本
体）から外します。

中段手すり樹脂カバー固定ネジ（12ヶ所）を
プラスドライバー（JIS 2 番）で外し、中段手
すり樹脂カバーを取り外します。

高さ調節固定ナット

中段手すり
樹脂カバー

中段手すり
樹脂カバー固定ネジ

（M4 × 10mm）

高さ調節パイプ C
（土間側）
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３．上段手すり（200用）を取り外します

４．中段手すり（200用）を取り外します

①上段手すり固定ネジ（８ヶ所）を、プラスド
ライバー（JIS 2 番）で外してください。

②中段手すり固定ボルト（2ヶ所）を六角レン
チ (５mm) で外し、上段手すり（200用）を上
方向に取り外してください。

中段手すり（200用）を上方向に取り外してくだ
さい。

中段手すり
（200用）

上段手すり
を取り外す

上段手すり
（200用）

中段手すり
を取り外す

②中段手すり
　固定ボルト
　（M8 × 45mm）

①上段手すり
　固定ネジ
　（M4 × 12mm）

六角レンチ
（５mm）
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２．上段手すり（200用）を固定します

３．中段手すり樹脂カバーを取り付けます

１．中段手すり（200用）を本体に差し込みます

上段手すり（200用）を手すりパイプ（本体）
に差し込み、中段手すり固定ボルト（2ヶ所）
と上段手すり固定ネジ（8ヶ所）を固定してく
ださい。

中段手すり（200用）を下方向に差し込んで
ください。

中段手すり樹脂カバーを、中段手すり樹脂カ
バー固定ネジ（12ヶ所）で取り付けてくださ
い。
※固定ネジを均等にしめ込んでいくと、しめ

やすくなります。

取り付けかた

４．高さ調節パイプ C（土間側）を取り付けます

最後に、ネジがしっかりしめられ、ガタつきがないことを確認すること

①アジャスターを高さ調節パイプ C（土間側）
に取り付けます。

②高さ調節パイプ C（土間側）を回し、高さ調
節固定ナットをしめます。

中段手すり
（200用）

手すりパイプ
（本体）

中段手すりを
本体に差し込む

中段手すり
樹脂カバー

中段手すり
樹脂カバー固定ネジ

（M4 × 10mm）

高さ調節固定ナット

高さ調節パイプ C
（土間側）

上段手すりを
本体に差し込む

上段手すり（200用）

手すりパイプ
（本体）

中段手すり
固定ボルト

（M8 × 45mm）

上段手すり
固定ネジ

（M4 × 12mm）

六角レンチ
（５mm）



 お手入れしましょう

21

    

　　
確
認
し
ま
し
ょ
う

 　　 

　 

　 

　 

困
っ
た
と
き
に
は

？

　
 　 　 

お
手
入
れ
し
ま
し
ょ
う

　   　 　 

使
い
ま
し
ょ
う

　  　　

　　    

　　
安
全
上
の
ご
注
意

！

取
り
付
け
ま
し
ょ
う

２．高さ調節ボルトを外します

３．逆の手順で高さ調節ボルトを固定して元に戻します

１．上段手すり（200 用）を取り外します

高さ調節ボルトの交換方法

最後に、ネジがしっかりしめられ、ガタつきがないことを確認すること

詳しくは…18 ページを確認してください

高さ調節ボルト

上段手すり
（200 用）

ナット（M10）

スパナ（17mm）準備するもの

上段手すり（200 用）に固定しているナット（M10）をスパナ（17mm）などで外します。
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保証とアフターサービス

　　商品のご購入に関するお問い合わせ、ご相談は…お買い求めの販売店へ
　　商品の仕様などに関するお問い合わせ、ご相談は…下記お客様相談室へ

万一故障したり、また異常を感じた場合は、ご自分で修理、改造
などを絶対にしないで、お買い上げの販売店にご相談ください。

アロン化成株式会社 （受付時間）祝祭日以外の

（12:00～13:00 は除く）
月～金 10:00～16:00お客様相談室 ０１２０－８６－７７３５

フリーダイヤル

●保証期間中は
保証書の規定に従って修理させていただきます
ので、製品に保証書（取扱説明書）を添えて、
お買い上げの販売店にご依頼ください。

●保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご希望
により有料で修理させていただきます。
部品供給、また修理対応期間はメーカー製品廃
番後３年となります。
ただし、期間内でも破損箇所によっては、部品
供給、または修理できないケースがございます
のでご了承ください。

●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代などで構成されて
います。
技術料 は、 診断・故障箇所の修理および部品
交換・調整・修理完了時の点検などの作業、作
業員の出張にかかる費用です。
部品代 は、修理に使用した部品および補助材
料代です。

不具合が発生したとき
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このたびは ATTOGRIP AT-E-200 をご
利用いただき、まことにありがとうござ
います。
この製品は介護が必要な方もそうでない
方もお使いいただけます。
正しくお使いいただくため、ご使用前に
この取扱説明書と保証書をよくお読みく
ださい。

ATTOGRIP AT-E-200

保存版
（保証書付）

●スパナ（17mm）またはソケットレンチ（17mm）
●スパナ（12mm）またはソケットレンチ（12mm）
●六角レンチ（５mm）
●プラスドライバー（JIS２番）、スケール

準備するもの

アットグリップ 取扱説明書

保証とアフターサービス よくお読みください

保 証 書
この製品は、厳密な品質管理及び検査を経てお届けしたものです。お客様が取扱説明書・本体添付シール等の注意書き
に従った使用状態で保証期間内に万一故障した場合には、本保証書記載内容により無料修理いたします。有効期間は、
お買い上げの日より 1 年間です。
１．修理は、お買い上げの販売店にご依頼ください。修理に際しては、本保証書をご提示、もしくは添えてください。
２．本保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
３．保証期間内でも下記の場合は、有料修理になります。
　　1）保証書のご提示がない場合。
　　2）本保証書のお買い上げ日、販売店の記入がない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。
　　3）使用上の誤り、あるいは改造、修理、調整による故障または損傷。
　　4）お買い上げ後の輸送、移動、落下、その他の不適切な取り扱いによる故障または損傷。
　　5）火災、地震、塩害、ガス害、風水害、落雷、その他の天災地変による故障または損傷。
　　6）ボルトなど消耗品の損傷及び汚れ。
　　7）業務用または一般家庭用以外にご使用の場合の故障または損傷。
４．本保証書は、日本国内においてのみ有効です。
　　This warranty is valid only in Japan.
５．保証書に明示した期間、条件のもとにおいて、無料修理をお約束するものです。したがって、保証書によって、お

客様の法律上の権利を制限するものではありません。
〈個人情報の取扱いについて〉
1） 保証書にご記入いただいた住所・氏名などの個人情報は、保証期間内のサービス活動およびその後の安全点検活動

のために利用いたします。
　 なお、本書にてお預かりするお客様の個人情報をお客様の同意を得ることなく、第三者に提供または開示いたしません。
2） 修理のために、当社から修理委託している保守会社などに必要なお客様の個人情報を委託する場合、守秘義務契約

を結び当社と同等の水準でお客様の個人情報を取り扱うように管理いたします。

お買い上げ日より1年

年　　　　　　 月 　　　　　　日

ご住所　〒

ＬＥＴ 名芳ご

住　所　〒

ＬＥＴ名店

★お買い上げ日

保 証 期 間

お　客　様

★ 販 売 店

★ 印欄に記入のない場合は有効となりませんので、必ず記入の有無をご確認ください。
　 もし記入のない場合は直ちにお買い上げの販売店にお申し出ください。

※下記の保証内容は商品をご購入頂いたお客様向けのものです。
　レンタル（貸与）でご利用されたお客様はサービスを受けた福祉用具貸与事業所へお問い合わせください。

必ず、お買い上げの販売店からお買い上げ日・販売店名などの記入をお確かめのうえ受け取り、
保証書内容をよくお読みの上、大切に保管してください。尚、保証書の再発行はいたしません。

●製品の仕様および価格は、予告なく変更する場合があります

25.03　919040-3

製造・発売元

・個人情報は適切に管理し、ご相談への回答などの情報提供のみに利用いたします。
・お客様からいただいたお電話は、内容確認のため、録音させていただいております。

フリーダイヤル
（受付時間）祝祭日以外の月～金　10：00～16：00（12：00～13：00はのぞく）

0120-86-7735製品に関するご意見
・お問い合わせは

お客様相談室

URL　https://www.aronkasei.co.jp/ 安寿 検索


